
10月20日、会社から在来線車掌（静岡支社）を新幹線

（東京地区）へ転換することが、「お知らせ」という形で

説明されました。目的は、新幹線乗務員の確保のための要

員需給対策の一環ということです。

すでに承知の通り、会社は今年度初において、新幹線乗

務員の休日出勤は、一人６泊（12日）程度見込まれること

を明らかにしています。このことは、あらかじめ休日出勤

を前提とした要員しか確保していないことの現れです。

私たちは、この間、休日出勤の早期解消と本人の同意が

ない休日出勤強要は止めることを強く要求してきました。

「可能な限りの対策」として実施される今回の要員需給対

策は、あくまで３年間の期限付きであり抜本的改善にはな

らないと考えています。列車運行に必要な乗務員は確保す

べきです。あらかじめ休日

出勤を見込んだ体制や、在

来線からの転換で急場をし

のぐような対応には反対し

ます。

休日出勤が続けば、健康

を害し、安全にも支障を来

します。私たちは、早期抜

本的改善を要求します。皆

さん！一方的な休日出勤に

は、しっかり「ＮＯ！」と

主張しましょう。
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新幹線乗務員の要員需給対策

静岡支社から新幹線へ車掌10名転換！
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